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人口減少時代に求められる子ども・子育て支援政策と生涯学習振興のあり方６１

2()ll年）は60.3%と,OIj(_D平均59.7%(!!とほぼl'il水準にあるが，一方，了・
どものいる女性の就業率は，諸外国と比べて低くなっている(IxME2)。例え
ば，末子が３歳未満の母親の就業率は，オランダ，デンマーク，スウェーデ
ンでは７割を超え,OECD平均でも５割を超えているが，日本は約３割にと
どまっている。人口減少社会においては，女性の活躍と|司時に，出生率の維
持・向上も目指す必要があり．母親の就業率を上げていくことが求められて
いる。
2012年l2月のOECDの報告書(C/os加gr/ieGe"昨ﾉ･Gq/ﾌ .゙･44cﾉﾉVOw)では，日

本の女性の現状として,lll産後の退職が多いこと，復職を望んでも低賃金で
非常勤の職に就くことが多いこと,OECD加盟国のなかで上場企業の女性役
員比率が非常に低く（図表３）．女性の起業家も少ないこと，夫の家事分担が
少ないこと（図表４）などが改めて指摘され，労働市場における男女平等が
実現すれば,今後20年で日本のGDPは20%近く増加すると試算されている。
|lt界経済フォーラム(WorldEconomicForum.WEF)の男女平等指数ランキン
グにおいても，日本は2012年にl35か国中，経済活動の参加と機会で102位，
政治への関与でllO位と，女性の参画が遅れている。
出産後の退職については，いまだに第一子出産後に，イ1職女性の約６割が

仕事を辞めている(2)。安倍政権は，この出産後の離職を減らすために，前述
の「成長戦略スピーチ」において，保育所の「待機児童解消加速化プラン」
と「３年育休」の推進を打ち出した＝
「待機児童解消加速化プラン」は，株式会社の積極的活用などで,2017年

度末までに約40万人分の保育の受け皿を新たに確保するというものである二
保育所の待機児童数は，全国で約２万５千人とされるが,OECD平均並みに
母親の就業率を上げるためには,100万人規模で保育所の定員を増やす必要が
ある．
「３年育休」の推進は，３年間の育児休業の取得を，法律によって保障す

るのではなく，企業が自主的に取得をI'I能とするように要請したものである。
育児・介准休業法では，子どもが１歳になるまで，父|ﾘ双方に育児休業の取
得が認められており，休業中には雁用保険より育児休業給｛､l金として、休業
前賃金の50％が支給される。このため，仮に企業が「３年育休」を認めたと
しても，１歳になるまでしか所得補償がない状況では，取得は経済的に余裕
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6４特集人口減少昨代の生涯学習振興と改革

ロッパ詣|玉|でも|両l様の動きが出ているが，男性の方が高学|催である'1本にお
いては，まず女性が自分の持つ能ﾉJを|一分に伸ばせるような商弊教育の環境
"1iliの議論が期待される。

図表５男女別に見た大学（４年制）卒業省割合
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（２）子どもの能力を伸ばす環境づくり
人口減少時代においては，将来の社会の担い手である子どもたちが，能力
を|一分に伸ばすことができる環境の整備も重要である。これについて，日本
の現状を見ると，①子どもの貧困率が高いこと，②保育所や学葹保育が，教
育の観点から十分に検討されていないこと，が懸念される。
１１本の18歳未満の子どもの貧困率は14.2%(2006年）と!OE(D３,1か国の

平均12.6%(2008年)を上回っており，なかでも一人親家庭の貧困率は5@1.3%
と,OECD３２か国の平均31.1%を大きく上回っている")。貧困家庭の子ども
は，能ﾉﾉを'一分に伸ばすことが難しい環境にあると考えられるため，諸外国
では子どもの貧困対策に力を入れている。
保育所や学fi't保育については，日本では児竜福祉や母親の就労文援の一・環
として1狸|ｉ労働宵の所管となっているが，諸外国では，教fi政策の---環とし
て，学校｝'1当省庁が保育所や学哉保f『を所管する国が増えている。また，保
育への投箇効果はその質に大きく左右されるとの観点から，保育の質をどう
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7０特集人I｣減少時代の生涯学習振興と改革

教員会議が設侭され，学校会議の代表がそこから選出される。
海外では，ほとんどの|側で選挙権はl8歳から認められている。日本は20歳
からだが,OECI)加盟同35か国のうち、l8歳で選挙権が認められないのは，
韓国(19歳）と日本(20歳）のみである。最近ではヨーロッパにおいて，選
挙権を16歳からにすべきという議論もあり，オーストリアでは2007年にl6歳
からとなった。この背景には，税金を払いながら，その使い道を決める選挙
権がないのはおかしいといった議論や，早い時期に選挙権を与える方が，そ
の後も選挙に対して高い関心を持てるといった議論がある。
16歳からの選挙権に関する朝日新聞の記事(2012年４月23日）では，「人間

は生まれながらにして選挙権がある」と訴えるスイスの非営利団体の発言と
して，「学校に関することは，生徒の意見も聞いて決めるのが普通です。年金
や税金など，私たちの将来にかかわることには，子どもにも『一票』が与え
られるべきだと思います」とあるが，日本の子どもや親にとっては，「生徒の
意見も聞いて決めるのが普通」という感覚はおそらく一般的ではない”
海外で，子どもたちが学校に関することに意見を州せたり，選挙権が早く
から認められているのは，自分たちで決めたり選んだりする経験を積んでい
ないと，大人になって突然選挙権を得ても，正しい判断ができず，操作され
てしまう口I能性があるという考え方がある。市民性(citizenship)教育，政治
教育が重視されていることがうかがえる。
以前訪問したスウェーデンの保育所では，まだ言葉も話せない子どもたち
にも，一人一人どの歌が歌いたいかを聞いていた。すべての子どもが，自分
の意見を持ち，意見を出すことが奨励され，その意見が取り入れられるとい
う経験を欄むことで，親になったときにも，自分の子どもの保育所や学校の
運営に対して建設的な意見を出すことが期待できる。日本では，そういう市
民性教育の視点が弱く，子どもたちが学校で意見を聞いてもらえる経験は少
なく，そのため今の親は「モンスター・ペアレント」が多く，保育所や学校
の運営に親が参画しても，諸外国のような質の向上は期待できないとの見方
もある。しかし，そうであれば，時間はかかっても，今からでも子どもの参
画を進め，市民性教育を強化していくべきではないだろうか。2111t紀の学校
のあり方として，教育学者の佐藤学氏は，「必要なことは，保識者の推もが対
等に学校づくりに参加でき，教師と保護者の信頼関係と保護者同+:の連帯を
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了・どもの視野を広げたり，悩みの解決を助けたり，子どもの成長に効果的で
あるとされている。広島市では，メンターに対する研修も行っているが，前
述の孫育て支援の取り組みなどもあわせ,子ども･子育ての支援者を増やし、
かつ支援の質を高める取り組みが求められている。

（５）女子教育のあり方
最後に，人口減少時代に女性の活躍が期待されるなか，女子教育のあり方
についても検討が求められる。
日本は諸外国と比べて，高等教育における公費負担割合が低い。家計から

見ても,女子の高等教育に投資しても,仕事と育児の両立が困難な状況では，
投資に見合う収入が将来得られる可能性が低いため，投資が抑制されている
可能性も否定できない。高校無償化の議論と同様に，親の所得によって大学
進学が制限されることがないような環境整備の議論も求められよう('5)．
さらに，学習・研究と育児の両立支援の視点も東要である、海外では、大

学に保育所があったり、ゼミに子連れで参加したり‘子どもを遊ばせながら
研究できる図書館があるなど，子どもがいても高等教育の機会が制限される
ことが少ない('6)。これにより．大学時代に早めに出産し、学習・研究と育児
を両立し､子どもも大きくなって手がかからなくなるころに管理職になると
いうライフプランも可能である。
そのほか、諸外国では，母親になったあとでも，地域で学べる環境がある。

イギリスでは、政府が，乳幼児を持つ家庭を様々な側面から支えることをⅡ
指すチルドレンズ・センター(Childrell,sCentrc)を,2010年までに3,500か
所終術するという目標を掲げてきた。チルドレンズ・センターには，幼児教
育・保育施設を中心に，再就職に関する情報や学習の機会，産後の健康に関
する情報，子どもの健康に関する情報，金銭的なトラブルに関する相淡母
乳育児に関する情報､ボランティアに関する情報など,様々な学習の機会や，
困ったときにスタッフに相談でき，必要な支援につないでもらえる仕組みが
ある。親自身が自分の問題に気づいていないことも多いため,.チルドレンズ・
センターには本やおもちゃの貸し出し、カフェなどがあり，まずはセンター
に足を連んでもらい，スタッフや他の親と話すなかから、再就職のための学
習などにつなげていくことも目指している('7)。
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